
  

令和６年８月２０日 文教経済常任委員協議会 

配 付 資 料  教 育 委 員 会 事 務 局 指 導 課 

令和６年度 全国学力・学習状況調査結果報告について 
 
１ 調査の概要 
（１）目  的 児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学校における学習指導の改善・充実に役

立てる 
（２）実 施 日 令和６年４月１８日（木） 
（３）対  象 小学校６学年児童・中学校３学年生徒 
（４）実施教科 小学校：国語、算数  中学校：国語、数学 
 
２ 各教科の結果 

＜小学校＞                     ＜中学校＞   

 国 語 
(全国との差) 

算 数 
(全国との差) 

 国 語 
(全国との差) 

数 学 
(全国との差) 

青 森 市 ７３(+５．３) ６７(+３．６)  ５９(+０．９) ５４(+１．５) 

青 森 県 ７０(+２．３) ６４(+０．６)  ５６(-２．１) ５０(-２．５) 

全国(公立)  ６７．７  ６３．４   ５８．１  ５２．５  

   ※思考力・判断力・表現力を問う問題についても、小・中学校ともに全国を上回っている。 
（表中の数字は平均正答率…％） 

 
３ 児童・生徒質問紙の結果 

      （数字は肯定的な回答をした割合…％） 
 
〇全ての項目において、肯定的に回答する児童・生徒の割合が、小、中学校とも県及び全国を上回っ
ているが、特に③「協働的な学び」④「指導と評価の一体化」⑤「探究的な学び」に関わる項目に
おいて、９０％をこえる、あるいは全国を大きく上回る成果をあげている。 

 

４ 今後の取組 
（１）調査結果に基づく９年間を見据えた系統的な指導の在り方 
（２）「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる授業づくりを継続すること 
（３）１単位時間や単元、内容のまとまりごとなど、適切な場面で評価し、指導に生かすこと 
（４）補充・発展的な学習の充実を図るためのＡＩ型ドリル教材の効果的な活用をすること 
※「学びに向かう力・人間性」を養うための、教員のファシリテーション能力の向上 

番
号 

本市の授業改善
の取組内容 

質問事項   
小学校 

(全国との差) 
中学校 

(全国との差) 
 
① 個別最適な学び 

授業は自分にあった教え方、教材、学
習時間などになっている 

青森市 89.9(+5.6) 85.1(+4.2) 

県 88.5(+4.2) 84.3(+3.4) 

全国 84.3 80.9 
 
② 主体的な学び 

課題の解決に向けて、自分で考え、自分
から取り組んでいる 

青森市 85.6(+3.7) 83.7(+3.4) 

県 84.9(+3.0) 81.9(+1.6) 

全国 81.9 80.3 

 
③ 

協働的な学び 
話し合う活動を通して自分の考えを深
めたり、新たな考え方に気付いたりす
る  

青森市 90.5(+4.2) 90.0(+3.9) 

県 89.1(+2.8) 88.9(+2.8) 

全国 86.3 86.1 

④ 
指導と評価の 
一体化 

分かった点やよく分からなかった点を
見直し、次の学習につなげる 

青森市 87.1(+6.3) 83.2(+5.3) 

県 85.6(+4.8) 80.6(+2.7) 

全国 80.8 77.9 

先生は、授業やテストで間違えたとこ
ろや、理解していないところについ
て、分かるまで教えてくれている 

青森市 92.9(+5.0) 90.8(+5.9) 

県 91.8(+3.9) 88.7(+3.8) 

全国 87.9 84.9 

 
⑤ 

探究的な学び 
学んだことを生かしながら、自分の考
えをまとめる活動を行っている 

青森市 85.1(+5.5) 81.2(+5.8) 

県 83.1(+3.5) 78.8(+3.4) 

全国 79.6 75.4 


